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運用報告書（全体版） 

世界メディカル関連株式 
オープン 

 

愛称：医療革新 

 
 

第12期（決算日：2026年８月27日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 無期限（2014年９月８日設定） 

運 用 方 針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の成
長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

世界メディカル関連株式オープン
マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界主要先進国市場の中から、製
薬、バイオテクノロジー、医療製品、
医療・健康サービス等の医療関連
（メディカル関連）企業の株式 

運 用 方 法 

・ 世界主要先進国市場の医療関連企業の株式を
主要投資対象とします。 

・ 徹底したボトムアップ・アプローチを行い、企
業の適正価値に対して株価が割安と判断する
銘柄に投資します。 

・ 外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジは行いません。 

・ マザーファンドにおいて、世界主要先進国市
場の医療関連企業の株式に関する運用指図の
権限をウエリントン・マネージメント・カンパ
ニー・エルエルピーに委託します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・ マザーファンドへの投資割合は、
制限を設けません。 

・ 株式への実質投資割合は、制限を
設けません。 

・ 同一銘柄の株式への実質投資割
合は、当ファンドの純資産総額の
10％以内とします。 

・ 外貨建資産への実質投資割合は、
制限を設けません。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・ 株式への投資割合は、制限を設け
ません。 

・ 同一銘柄の株式への投資割合は、
当マザーファンドの純資産総額
の10％以内とします。 

・ 外貨建資産への投資割合は、制限
を設けません。 

分 配 方 針 

毎年８月27日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行いま
す。分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収
益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とし
ます。基準価額水準、市況動向、残存信託期間等
を勘案して、分配金額を決定します。（ただし、
分配対象収益が少額の場合には分配を行わない
こともあります。） 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成
長を優先し、原則として分配を抑制する方針
とします。（基準価額水準や市況動向等によ
り変更する場合があります。） 
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当期間（過去１年間）の運用で主眼をおいたポイ
ントをご説明させていただきます。

ファンダメンタルズ分析による徹底したボトム
アップ・アプローチに基づき、先進的な研究開発
力などを背景に中長期で堅調な業績が見込まれる
銘柄などを中心に投資を行いました。

当期間の投資のポイント

ポートフォリオの構築について
ポートフォリオの構築については、世界の主要先
進国市場の製薬、バイオテクノロジー、医療製品、
医療・健康サービス関連企業などの医療関連（メ
ディカル関連）企業の株式を投資対象とし、これ
らの企業に分散投資を行いました。また、短期的
に株価が上昇した銘柄を一部売却し、逆に株価が
下落した銘柄を買い増すことで、リスクを低下さ
せつつ魅力的な運用成果を追求する投資を行いま
した。引き続き、先進的な研究開発力などを背景
に中長期で堅調な業績が見込まれる銘柄を中心に
投資を行います。

ヘルスケア・サブセクターの見通し
医薬品およびバイオテクノロジー
医薬品およびバイオテクノロジーセクターでは、
肥満、がん、免疫疾患、心血管・代謝疾患をはじ
め、幅広い領域で革新的な新薬の開発が進展して
います。足元では主力薬の特許切れへの警戒が引
き続き意識されているものの、2025年の米政府と
大手製薬会社との薬価交渉を受け、従来懸念され
ていた急激かつ広範な薬価引き下げリスクは大き
く後退しました。政策・規制動向は引き続き注視
が必要であるものの、市場の関心は再びイノベー
ション、臨床開発の進展、資本配分へと移ってい

ます。こうした環境下、研究開発の生産性は改善
傾向にあり、業績見通しも上向いています。また、
パイプライン価値に対して株価バリュエーション
が依然として魅力的な企業も多く、中長期的な成
長ポテンシャルを有する投資機会として引き続き
有望視しています。
また、大型製薬企業では今後数年間で主力製品の
特許切れが相次ぐ見込みであり、パイプラインを
補完するための提携や買収は引き続き活発に推移
するとみています。潤沢な資金力を有する大手製
薬企業による有望なバイオ企業への需要は引き続
き高く、革新的な技術や有望な開発パイプライン
を有する企業にとっては、企業価値向上の契機に
なると考えています。また、バイオ企業の資金調
達環境の改善も創薬エコシステムを支えており、
次世代治療技術への投資を後押ししています。
GLP-１受容体作動薬は、従来の糖尿病・肥満治療
に加え、心不全、慢性腎臓病、代謝機能障害関連
脂肪性肝炎、睡眠時無呼吸症候群、変形性関節症、
アルツハイマー病など、新たな適応症の開発が進
んでおり、今後も市場拡大が期待されます。さら
に、より高い有効性や長時間作用性、忍容性の向
上に加え、経口剤の普及によって患者層の拡大が
見込まれることから、GLP-１薬は多疾患対応型の
治療プラットフォームとして長期的な成長が期待
されます。また、GLP-１以外でも、心血管疾患、
慢性腎臓病、神経疾患、自己免疫疾患など、幅広
い領域で次世代治療薬の開発が進展しているほか、
脂質低下療法や遺伝子治療など、新たなモダリ
ティの進歩にも注目しています。
がん領域では、抗体薬物複合体や次世代免疫療法
に引き続き注目しています。抗体薬物複合体は、
がん細胞を選択的に標的とする抗体と抗がん剤を
組み合わせることで高い治療効果を目指す技術で
あり、適応症の拡大やプラットフォーム技術の進

ファンドマネージャーのコメント

前記は、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーの資料を基に、三菱ＵＦＪアセットマネジメント
が作成したものです。
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化が進んでいます。また、二重特異性抗体などの
新たな免疫療法も、固形がん・血液がんの双方に
おいて、治療選択肢を大きく広げる可能性を秘め
ています。免疫疾患分野では、新たな作用機序や
併用療法、経口製剤の開発が進展しており、これ
まで治療が難しかった疾患に対しても治療効果の
向上が期待されています。

ヘルスケア機器・用品およびライフサイエンス・
ツール／サービス
ヘルスケア機器・用品およびライフサイエンス・
ツール／サービス分野では、引き続き独自技術や
高いイノベーション力を有する企業を選好してい
ます。ヘルスケア機器分野では、手術件数が底堅
く推移する中、心血管機器、不整脈治療、手術支
援ロボット、診断機器、糖尿病関連機器を中心に、
製品サイクルや技術革新、企業ごとの事業実行力
が成長を左右すると考えています。一方、ＡＩ関
連銘柄への資金流入が続く市場環境では、医療機
器セクター全体の相対パフォーマンスは当面限定
的となる可能性がありますが、注目するサブセク
ターには、引き続き魅力的な投資機会が存在する
と考えています。
ライフサイエンス・ツール分野では、バイオ医薬
品企業の研究開発や設備投資に回復の兆しがみら
れ、循環的な回復局面に入りつつあります。試
薬・分析機器・製造装置などを手掛ける企業は、
生産活動の回復に加え、ＡＩを活用した創薬にお
ける高品質なデータ需要の拡大からも恩恵を受け
ると期待しています。バイオ企業の資金調達や製
薬企業の研究開発投資にも改善の兆しがみられ、
中長期的な業績改善につながると考えています。

ヘルスケア・プロバイダー／サービス
ヘルスケア・サービス企業は、医療費の抑制とい
う社会的課題の解決に貢献するとともに、従来の

出来高払いからバリューベースドケアへの移行と
いう構造的な変化の恩恵を受ける立場にあります。
足元では医療利用率が概ね正常化しており、多く
のヘルスケア・プロバイダー関連企業にとって追
い風となっています。また、マネージドケア業界
では、医療コスト上昇率の鈍化や保険料率の改善、
メディケア・アドバンテージの見通し改善、引当
金の積み増しによるリスク吸収力の向上などを背
景に、回復局面に入りつつあるとみています。一
方で、一部の分野では償還率の伸びが医療コスト
の上昇に追いついておらず、政策面での不透明感
も残ることから、利益率の改善は緩やかで、企業
間の差も大きいと考えています。
こうした環境下では、着実な事業実行力と市場
シェアの拡大を通じて、利益成長を継続できる企
業を重視しています。全体としては、患者アウト
カムの改善と医療費削減を両立できる企業や、規
模の優位性を活かして市場シェアを拡大できる企
業を引き続き選好しています。

前記は、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーの資料を基に、三菱ＵＦＪアセットマネジメント
が作成したものです。

ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー
シニア・マネジング・ディレクター、

ポートフォリオ・マネジャー兼アナリスト
レベッカ・サイクス
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本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 米 ド ル 為 替 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ワールド・へルスケア指数 
（米ドル建て税引き後配当込み） 株  式 

組入比率 
株  式 
先物比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

８期(2022年８月29日) 20,422 0 6.1 138.34 25.8 461.16 △ 8.7 97.2 － 10,429 

９期(2023年８月28日) 22,661 0 11.0 146.55 5.9 494.50 7.2 96.3 － 10,908 

10期(2024年８月27日) 26,672 0 17.7 144.86 △ 1.2 591.71 19.7 95.2 － 12,574 

11期(2025年８月27日) 22,909 0 △14.1 147.55 1.9 527.66 △10.8 96.7 － 10,269 

12期(2026年８月27日) 31,554 0 37.7 159.18 7.9 645.74 22.4 97.7 － 13,002 
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注）出所：MSCI。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置ける情報源から得たものでありますが、その確実性及び完結性をMSCIは何ら保

証するものではありません。またその著作権はMSCIに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切の手段その他

あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報保存、検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・頒布・使用

等することは禁じられています。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 米 ド ル 為 替 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ワールド・へルスケア指数 
（米ドル建て税引き後配当込み） 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年８月27日 22,909 － 147.55 － 527.66 － 96.7 － 

８月末 22,810 △ 0.4 146.92 △ 0.4 526.48 △ 0.2 96.5 － 

９月末 23,305 1.7 148.88 0.9 523.47 △ 0.8 94.9 － 

10月末 25,994 13.5 154.10 4.4 551.14 4.5 97.7 － 

11月末 29,002 26.6 156.63 6.2 597.20 13.2 97.6 － 

12月末 28,823 25.8 156.56 6.1 594.12 12.6 97.7 － 

2026年１月末 28,092 22.6 153.66 4.1 594.09 12.6 96.3 － 

２月末 28,931 26.3 155.81 5.6 605.18 14.7 96.6 － 

３月末 27,295 19.1 159.88 8.4 555.17 5.2 97.7 － 

４月末 27,546 20.2 160.39 8.7 549.93 4.2 97.3 － 

５月末 28,537 24.6 159.39 8.0 575.46 9.1 98.2 － 

６月末 30,968 35.2 162.39 10.1 607.14 15.1 96.8 － 

７月末 30,142 31.6 160.72 8.9 614.85 16.5 97.8 － 

(期  末)         

2026年８月27日 31,554 37.7 159.18 7.9 645.74 22.4 97.7 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第12期：2025年８月28日～2026年８月27日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）

2025/８/27 2025/12/24 2026/４/24 2026/８/24
15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

0

25,000

50,000

75,000

100,000

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 1 2 期 首 22,909円
第 1 2 期 末 31,554円
既払分配金 0円
騰 落 率 37.7％

世界メディカル関連株式オープン
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基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ37.7％の上昇となりました。
基準価額の動き

保有するイーライ･リリーやメルクなどの株価が上昇したことな
どが、基準価額の上昇要因となりました。
イーライ･リリーは開発中の次世代肥満症治療薬が良好な臨床試
験結果を示したことなどを好感し上昇しました。
メルクは四半期決算において売上高が市場予想を上回ったことな
どから上昇しました。

上昇要因

世界メディカル関連株式オープン
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第12期：2025年８月28日～2026年８月27日

投資環境について

参考指数の推移（期首を100として指数化）
  株式市況
ヘルスケア市況は上昇しました。
中東情勢の緊張やインフレ懸念を背景に
下落する局面がみられた一方、米国経済
の底堅さや中東情勢に対する過度な警戒
感の後退などが支えとなり、期間を通じ
て上昇となりました。

為替市況の推移（期首を100として指数化、対円）
  為替市況
米ドルは対円で上昇しました。

2025/８/27 2025/12/24 2026/４/24 2026/８/24
60

80

100

120

140

ＭＳＣＩワールド・へルスケア指数（米ドル建て税引き後配当込み）

2025/８/27 2025/12/24 2026/４/24 2026/８/24
95

100

105

110

115

円・米ドル
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世界メディカル関連株式オープン

当該投資信託のポートフォリオについて

  世界メディカル関連株式オープン
世界メディカル関連株式オープン　マ
ザーファンド受益証券を主要投資対象と
し、実質的な運用はマザーファンドで行
いました。実質外貨建資産については為
替ヘッジを行いませんでした。

  世界メディカル関連株式オープン　
マザーファンド
世界主要先進国市場の中から、製薬、バ
イオテクノロジー、医療製品、医療・健
康サービス関連企業等の株式に分散投資
を行いました。
財務・収益状況（ファンダメンタルズ）

の健全な企業へ長期的な割安度を重視し
て投資（バリュー投資）を行いました。
株式等の運用にあたっては、ウエリント
ン・マネージメント・カンパニー・エル
エルピーに運用指図に関する権限を委託
しました。
主な新規組入銘柄
アムジェン：複数の有望新薬などを評価
し、新規に組入れました。
主な全売却銘柄
アペリス・ファーマシューティカルズ：
大手バイオテクノロジー企業による買収
が発表されたことなどから全売却しまし
た。

世界メディカル関連株式オープン
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世界メディカル関連株式オープン

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数は、MSCI ワールド・へルスケア指数（米ドル
建て税引き後配当込み）です。
参考指数は米ドル建であり、為替を考慮していない点に
ご留意ください。

（％）

2025/８/27 ～ 2026/８/27
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第12期
2025年８月28日～2026年８月27日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 21,554

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  世界メディカル関連株式オープン
引き続き、世界メディカル関連株式オー
プン　マザーファンドを主要投資対象と
し、実質的な運用はマザーファンドで行
います。実質外貨建資産については、原
則として為替ヘッジを行いません。

  世界メディカル関連株式オープン　
マザーファンド
引き続き、世界の主要先進国市場の製薬、 
バイオテクノロジー、医療製品、医療・
健康サービス関連企業などの医療関連
（メディカル関連）企業の株式を投資対 
象とし、これらの企業に分散投資を行う
方針です。なお、運用指図に関する権限
をウエリントン・マネージメント・カン

パニー・エルエルピーに委託しています。
個別企業の長期的な収益成長力などを評
価し、個別銘柄の選別を行い、先進的な
研究開発力などを背景に中長期で堅調な
業績が見込まれる企業を中心に投資を
行っていく方針です。今後、バイオテク
ノロジー技術の発展や、医薬品、医療
サービスへの価格抑制圧力は企業間のグ
ローバルな優勝劣敗をもたらすと予想さ
れ、個別銘柄の選別がより重要と考えて
います。また、短期的に株価が上昇した
銘柄を一部売却し、逆に株価が下落した
銘柄を買い増すことで、リスクを低下さ
せつつ魅力的な運用成果の追求をしてい 
く方針です。

世界メディカル関連株式オープン
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世界メディカル関連株式オープン

2025年８月28日～2026年８月27日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 615 2.196 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (400) (1.427) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (200) (0.714) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 15) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 10  0.034  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 10) (0.034) 

(ｃ)有価証券取引税 2  0.007  (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (  2) (0.007) 

(ｄ)そ の 他 費 用 14  0.051  (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) ( 11) (0.040) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  3) (0.011) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 641  2.288  

期中の平均基準価額は、28,009円です。
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世界メディカル関連株式オープン

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.25％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.05％

運用管理費用（販売会社）
0.71％

運用管理費用（投信会社）
1.43％

総経費率
2.25％
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世界メディカル関連株式オープン

○売買及び取引の状況 (2025年８月28日～2026年８月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
世界メディカル関連株式オープン マザーファンド － － 360,890 1,325,509 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年８月28日～2026年８月27日) 

 

項 目 
当 期 

世界メディカル関連株式オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 14,284,049千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 11,548,429千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.23   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年８月28日～2026年８月27日) 

 

＜世界メディカル関連株式オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜世界メディカル関連株式オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 6,597 － － 7,686 10 0.1 

為替直物取引 1,722 246 14.3 2,771 341 12.3 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 4,146千円 
うち利害関係人への支払額（B） 6千円 

（B）／（A） 0.2％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とはモル
ガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2026年８月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界メディカル関連株式オープン マザーファンド 3,485,227 3,124,336 12,872,267 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年８月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界メディカル関連株式オープン マザーファンド 12,872,267 98.0 

コール・ローン等、その他 268,974 2.0 

投資信託財産総額 13,141,241 100.0 
 
（注） 世界メディカル関連株式オープン マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（12,366,514千円）の投資信託財産総額

（12,980,204千円）に対する比率は95.3％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝159.18円 １ユーロ＝185.51円 １イギリスポンド＝216.37円 １スイスフラン＝197.62円 

１デンマーククローネ＝24.81円 １香港ドル＝20.31円   

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年８月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 13,141,241,649   

 コール・ローン等 202,942,797   

 世界メディカル関連株式オープン マザーファンド(評価額) 12,872,267,195   

 未収入金 66,026,264   

 未収利息 5,393   

(B) 負債 138,958,131   

 未払解約金 4,880,942   

 未払信託報酬 133,410,201   

 その他未払費用 666,988   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,002,283,518   

 元本 4,120,611,718   

 次期繰越損益金 8,881,671,800   

(D) 受益権総口数 4,120,611,718口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 31,554円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 4,482,668,103円 

期中追加設定元本額 217,014,432円 

期中一部解約元本額 579,070,817円 

また、１口当たり純資産額は、期末3.1554円です。 

○損益の状況 (2025年８月28日～2026年８月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,180,598   

 受取利息 1,180,598   

(B) 有価証券売買損益 3,733,294,178   

 売買益 4,017,751,378   

 売買損 △  284,457,200   

(C) 信託報酬等 △  265,550,001   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,468,924,775   

(E) 前期繰越損益金 2,351,075,295   

(F) 追加信託差損益金 3,061,671,730   

 (配当等相当額) (  1,817,885,839)  

 (売買損益相当額) (  1,243,785,891)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,881,671,800   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,881,671,800   

 追加信託差損益金 3,061,671,730   

 (配当等相当額) (  1,818,462,944)  

 (売買損益相当額) (  1,243,208,786)  

 分配準備積立金 5,820,000,070   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2025年８月28日～ 
2026年８月27日 

費用控除後の配当等収益額 130,402,863円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 1,921,724,469円 

収益調整金額 3,061,671,730円 

分配準備積立金額 3,767,872,738円 

当ファンドの分配対象収益額 8,881,671,800円 

１万口当たり収益分配対象額 21,554円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

③当ファンドの投資対象である「世界メディカル関連株式オープン マザーファンド」において、信託財産の運用の指図に係る権限の全部

または一部を委託するために要する費用として、信託財産の純資産総額に応じて別に定める率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁

しております。 

25億円以下の部分に対して 年１万分の75 

25億円超50億円以下の部分に対して 年１万分の65 

50億円超100億円以下の部分に対して 年１万分の55 

100億円超の部分に対して 年１万分の45 
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世界メディカル関連株式オープン

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

投資信託約款に記載された「一般社団法人投資信託協会」を、「一般社団法人資産運用業協会」に記載変更を行いました。 

一般社団法人資産運用業協会設立準備法人を吸収合併存続法人、一般社団法人日本投資顧問業協会と一般社団法人投資信託協会を吸収合

併消滅法人として2026年４月１日付で合併し、「一般社団法人資産運用業協会」に名称を変更することとなったため、投資信託約款に所要の

変更を行いました。 

（2026年４月１日） 
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